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AI橋梁診断⽀援システム



⽼朽化が進むインフラの効率的な維持管理・更新の早急な対応が求められている中、全国で約70万橋ある橋梁の点検に膨
⼤な労⼒及びコストが発⽣しており、特に地⽅部を中⼼に点検の専⾨技術者不⾜が懸念されています。

橋梁現場の劣化箇所をカメラで撮影し、
クラウドサーバーへアップロードします。

⾯倒な点検調書の作成・印刷を
瞬時に⾏います。

Dr.Bridge 導⼊後
（診断の流れ）

点検作業 近接⽬視・
写真撮影 技術者による写真整理

画像等で劣化を判定
点検調書を
⼿動で作成

カメラで撮るだけ、橋梁劣化をAI診断。ワンステップで調書へ反映。
橋梁点検の問題を解決します。

現地での点検写真と橋梁諸元をもとに、AI
システムが技術者と同程度の診断精度※で、
「劣化要因」と「健全度」を判定します。
※同⼀の写真を複数の技術者が各々診断して集
計した結果の⽐較。

写真と簡単な⼊⼒情報だけで
「劣化要因」と「健全度」を判定

クラウドアプリだからどこからでも利⽤可
能。導⼊コストも⼤幅に縮減

Dr.Bridgeはクラウドアプリなので、場所を選
ばず誰でも簡単に利⽤可能。現場点検作
業を若⼿技術者に起⽤するなど、⼈件費単
価を削減でき、導⼊費⽤も⼤幅に削減でき
ます。

AI 診断で点検の均⼀性を確保し、
ヒューマンエラーを回避

多くの写真の判定が必要な場⾯でも、AIが
⼀括して判定することにより、作業効率化と、
劣化の⾒落としを防⽌。診断能⼒や⾒落と
しなどのヒューマンエラーを回避できます。

⾯倒な点検調書作成を省⼒化
Dr.Bridgeによる診断結果は、定型の調書※

へ⾃動的に記載され出⼒が可能となります。
※国⼟交通省道路局「道路橋定期点検要領」
平成31年2⽉（様式A）

これまでの
橋梁診断は・・・

調書の出⼒イメージ
劣化要因の
診断結果

健全度の
判定結果

1
まずは撮影。
クラウドサーバーへ。 2 AIが瞬時に劣化診断。

AIが劣化箇所を着⾊することによって劣化
要因・健全度を明確化します。

3 点検調書へデータを反映。



クラウド環境によるAI診断

クラウドアプリケーションにより、場所を問
わず診断データを共有でき、効率的な橋
梁管理が可能になります。また、オリジナ
ルのシステム構築の必要がなく、ログイン
することで利⽤できるので導⼊コストが⼤
幅に縮減できます。

場所を選ばずどこからでも利⽤可能。
導⼊コストを縮減し、

経済的・効率的な橋梁管理へ。

深層学習（ディープラーニング）によるAI診断

AI（⼈⼯知能）を活⽤し、任意の点検
写真等から橋梁画像を読み込めば、「劣
化要因」と「健全度」を⾼精度に判定する
ことができます。
「Dr.Bridge」は、登録された画像データと
橋梁の部材やひび幅などの諸元データを
組み合わせ、深層学習を⾏う独⾃技術※

により、精度の⾼い判定を実現します。
※⽇本ユニシス株式会社と共同特許出願
中（特願2019-188045）。

膨⼤な判定結果をもとに学習したAIにより、
技術者と同程度のレベルの

劣化診断が可能

■AIによる⾼精度な橋梁診断のイメージ
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診断メニューと販売価格（希望価格）

Dr.Bridgeの認識可能な範囲

商品サイト︓http://www.dr-bridge.ai


